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がんばれ！　日本のお友だち
アジアの子どもたちから飯舘村へ熱い応援メッセージ（復興祈念こいのぼり）

フレンド会報 12号
発行：2011 年 10月20日

認定NPO法人　アジア教育友好協会
Asian Education and Friendship Association
本部：〒105-0014　東京都港区芝3-3-10　芝園オーシャンビル8F
TEL  03（6426）0720／FAX  03（6426）0721
Email：tokyo@nippon-aefa.org

福島県飯舘村は、ラオス・ドンニャイ中学校の建設と
交流を支援していますが、原発事故により全村避難とな
り子どもたちは隣町の中学校を間借りして学んでいます。
この状況を知ったドンニャイ中学校はもとよりラオス・ベト
ナムの交流校10校、そして日本の交流校2校からお見舞
いや励ましが寄せられました。
応援メッセージが寄せ書きされた「こいのぼり」は5月に
現地を視察した武蔵村山市立第八小学校牧校長、第十
小学校榊校長に託され、両校の児童の寄せ書きを加え
て、5月26日、同市持田教育長より、福島県遠藤教育長
に贈呈されました。

思いのこもった募金も
また、ベトナム・フートュー小学校からは、「お小遣いか
ら募金しました。何人かは500ベトナムドン（日本円で2円）
でした。私たちはこの金額がそれほど多くないことを知っ
ています。でも、私たちの思いが日本のみなさんに届く
ことを願っています。」という手紙と共に、492,500ベトナ
ムドン（日本円で1970円）の募金が寄せられました。この
尊い思いをふくらませたいと、2008年にベトナム・タンホア
Ａ小学校を支援された銀河ネットワークグループ様が30
万円の寄附をしていただきました。

＊
こいのぼりと募金にこめられたアジアの子どもたちの
熱い思い―日本の子どもたちはしっかりと受けとめてくれ
るでしょう。
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“私たちはずっと皆様と共にいます。”ドンニャイ村の子どもたち

ありがとう！　元気だよ！　飯舘村の子どもたち

●お礼の言葉　 児童代表　飯舘村立臼石小 6年　高橋　柊君

　僕たちの飯舘村は、豊かな自然があり、美味しい食べ物があ
り、心優しい人でいっぱいの自慢できる村です。その村から離
れて生活しなくてはならなくなったこと、友だちが次々に転校
していることがとても悲しいです。でも、この川俣中学校をお
借りして、みんなで勉強を頑張っているところです。（略）遠
くからの応援を届けていただいて、ありがとうございました。
　応援していただいたことを心に刻み、これからもどんな事に
も負けないで力いっぱい頑張っていきたいと思います。今日は
本当にありがとうございました。

AEFAの3層建理念
　昨秋発行の 100 校記念誌作成の折、2011 年を
第二の創業の初年度と位置づけ、活動の見直しと
次なる挑戦への基盤固めを目指した。そこへ大震
災。すべてが大震災からの復興を中心に渦巻き始
め、あっという間に半年が経った。
　日本人の美点や弱点が見えた半年でもあった。
美点を伸ばすために子どもたちの徳育を促し、弱
点を補うため子どもたちの心の強化を図る。親は
子に教えられる。AEFA 活動を通じ子どもたちに自

らを振り返る機会を届けたい。気付き学習を通じ、
世界は心で繋がっていることを知って欲しい。
　AEFA は心のリレーを推進しているのだ。思いや
りは一方通行ではない。感謝の心を如何に伝える
か。大震災を経て感謝の心の伝え方を子供たちは
学んでくれた。鯉のぼりに込められた応援と感謝
の心。返歌に込められた感謝と誓いの心。素晴し
い動きがあった。こうした活動を今後とも一層進め
たいものである。　　　　　  （理事長　谷川　洋）

第二の創業がめざすもの：子どもたちの心の強化

　未曾有の災害に襲われた日本。ニュースはアジアの山奥にも届きました。悲惨な状況に
子供たちは胸を痛め「日本の皆さん、大丈夫ですか？」「学校に行けていますか？」「わずか
ですが、募金をしました」等々……。
　支援校10校のアジアの子どもたちが、「がんばれ！日本の友だち」「私たちはずっと皆さ
んと共にいます」などの励ましメッセージをみんなで寄せ書きした「こいのぼり」が、募金
と共に、飯館村に届けられました。
　《復興祈念こいのぼり》は、アジアの友だちの熱い気持をいっぱいにはらんで、被災地の
学校への巡回出前授業に同行します。

●もくじ●
ラオスがつなぐ　ふたつのこころ…２
トランさん来日、巡回出前授業……３
対談：坂東眞理子＊谷川　洋……４-５
ご支援者の熱い思い/トピックス…６-８
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アジアに届け、支援者の熱い思い

神崎敏彦 様
●ラオス・ビエンカム小学校（スワイ族・タオイ族）ご支援●

 「学校を作りたい」－何時の頃からか、そん
なことを考えるようになりました。私自身、曲
がりなりにも30年近く企業人として務まって
いるのは教育のお陰です。人生を創るのは個
人でも、どんな人生にするのかの選択肢を増
やすことができる環境は、国や民族、老若男

女を問わず提供されるべきです。この考えと、学生時代から関
心のあった発展途上国への思いが冒頭の夢を形成しました。
そして、この夢を現実のものにしてくれる「仕組み」をＡＥＦＡ

が提供してくれました。谷川理事長はじめスタッフの方々の熱心
さと同会の実績を拝見し、ここであれば私の夢の実現に力を貸
して下さると確信しました。
来年の夏には校舎が完成する予定です。これも楽しみです

が、この学校から巣立った子供たちが、それぞれのキャリアを描
きながら成長し、30年後に「今の自分があるのは教育のお陰。自
分も後に続く人たちの成長を支援しよう」と考え行動してくれた
ら……。このワクワク感こそ、私の大きな生き甲斐のひとつです。

イートアンド株式会社（夢の貯金箱）様
●タイ・アーイエ小学校（アカ族）ご支援●
子どもたちにもっと笑顔を。
この思いから当社イートアンドは2009年11月より、「夢の小学
校建設PJ」を始動し、AEFA様の「学校建設事業」に参加して
おります。この学校建設の活動は、当社若手社員によって構成
されている「Keep on Challenging PJ」が主体となって取り組ん
でまいりました。
2011年9月、当活動が始動して約2年がたち、漸く小学校完成

へといたりました。今後、当社は「支援」ではなく、「お互いが成
長していける取組み」を行なっていければと考えております。現
地の方 と々の交流を大切にしながら、現地小学校での餃子巻き
体験を実施するなど、当社イートアンドだからこそできる「食を通
しての活動」に取組み、現地の方々の生活文化向上の一助とな
ればと思います。
当社イートアンドは、今後も「おなかいっぱいの幸せを」という

理念のもと、さまざまなCSR活動を通して、社会貢献に取り組ん
でまいります。今後とも宜しくお願い致します。

株式会社近江兄弟社様
●ラオス・カニョンケクナイ小学校（ラーヴェン族）ご支援●
創業90年を記念しラオス・カニョンケクナイ村に小学校建設の
支援をさせて頂きました。弊社は米国人W.M.ヴォーリズにより、
キリスト教の伝道、YMCA的考えを広めるために設立されまし
た。その創業者の思いを絶やさないよう楽しいことやうれしいこ

とがあった時に募金をするニコニコ活動を行い、30数年になり
ます。東京と滋賀では毎年ニコニコバザーも開催し、僅かながら
それらで得たものを国内の支援団体に献金してきました。
日々の事業活動では現在アジア地域にも販路開拓を行って
おり、国際的視野を広げる目的もあり今回初の海外支援となり
ました。今年２月には実際にカニョンケクナイ村を視察し、美しい
瞳をした子供達、子供の将来を思う熱心な村の方に出合い、豊
かさになれきった私達に、貧困とは、教育とは、家族とは、といっ
た創業の原点を考える機会を与えて頂きました。支援する立場
でしたが、帰国後すぐに大震災が起こり、カニョンケクナイ村か
ら慰みと励ましのメッセージが届き、大きな心の支援を頂きまし
た。来年の開校式には再訪を計画しており、感謝の意を伝えた
いと考えております。　　　　　  　　　  （取締役　辻　昌宏）

株式会社サンキューホールディングス様
●ベトナム・ホアバック小学校ジアンビ分校（カトゥー族）
　及びラオス・ノンヤオ中学校（低地ラオ族）ご支援●
「ありがとう」を世界中から頂く為に…。
私達は日本での住宅創りを通じてお客様の幸せ創りに貢献
していると自信を持ちながら建築業界で仕事をさせて頂いてい
ます。
私達のお客様に“夢の幸せの城”の完成をして、お客様に心
から「ありがとう！」の言葉を頂く事に意義を感じております。会
社の設立時に「世界中からありがとうを頂こう」という目標を掲
げました。
お客様からありがとうの言葉を頂く度に基金を積み立てる事
を皆で決めて、その積み立てられた基金は、私の仲間達の共有
の意思として将来のアジアの発展を担うアジアの恵まれない子
供達の為に役立てようと、学校建設を決意しました。そしてアジ
アの子供達からもありがとうを頂こうと…。
なぜアジアへの学校建設なのか、それは、日本が過去おこし
た戦争の過ちを報いたいという気持です。そして学校建設をす
るだけではなく、しっかりと運営管理まで行っているＡＥＦＡ様
に協力頂こうと決めて、現在に至っております。３月に発生した
東日本大震災で失った学校にも支援を検討しております。日本
中そして世界中からありがとうを頂くために、日々邁進していき
たいと思います。

「学校へ行きたい」というアジアの子ども
たちの願いをご支援いただいている皆様の
思いをご紹介します。
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●AEFAマーク入り商品とご寄附●  サロン・ド・ヒロコ様
　2007 年から継続してご支援いただいているサロン・ド・ヒ
ロコ様。今年も、お店の商品の売上の一部とお店のお客様から
のご寄附の募金箱を今年も頂戴いたしました。商品には AEFA
のロゴマークも表
示されています。
ご寄附はラオスの
ティーチャーズ
ファンドに使わせ
ていただきます。

●福島県東舘小の交流をテレビで見て　　　　　内田安子様
　「東舘小学校の宍戸校長先生がラオスの子どもたちのことを
テレビで熱くお話されているのを見たのがきっかけです。少しで
もお役に立てたら…と、寄附をさせて戴きました。東舘小が私の
家から近く、宍戸先生の活動がすごく身近に感じて共鳴しまし
た。これも何かの縁なのかもしれませんね。」

＊
●同窓会で再会。AEFAに共鳴　　　　　　　　木村敬道様
　理事長の同級生。同窓会で再会、AEFAの理念と活動に多大
なご理解をいただき、以降毎年継続してご支援いただいており
ます。ご寄附は、フレンドシップ交流資金として、日本とアジアの
子どもたちの国際理解と友好を深めるための活動に使わせて
いただいております。

●毎月継続してのご支援　　　　　　　　　　  津金睦子様
　「教育には継続が必要」とのお考えから、ラオスの山奥の村
の生徒がおらが村の先生となるべく師範学校に通うための奨
学金をご支援いただいております。遠い日本の地から、忘れず
見守ってくださるその存在が励みとなり、生徒たちはいい先生
になろうと勉学に勤しんでいます。（関連記事：P3）

＊
●先生の給与と楽器のご支援　　　　　　　　  山崎登喜様
　東舘小学校の活動を知ったことがきっかけで AEFA に深い
ご理解をいただき、ラオスのボランティア先生の給与に支援い
ただいております。
　また、ラオスに届けられた息子さんの楽器は、今もナトゥール
小学校の子どもたちに音楽の楽しさを教えてくれています。

●ラオス手織布の小物をチャリティ販売●
　7月1日～30日、千葉県野田市のイタリア家庭料理「コメ・
スタ」様のご協力で、ラオス・タオイ族の女性による手織布で
作った小物を販売。ちくぬいボランティアの皆さんが心をこめて

作ったバッグなどと、ガラス作家
の伊藤公恵様ご提供のガラス作
品を加えて展示。コメ・スタ様か
らのご寄付もあわせて売上は
236,400 円。ラオスの子どもたち
の教育基金となります

●学校建設以外にも、奨学金・先生給与・交流などさまざまな寄附をいただいております●

えにし

●開校（贈呈）式●
ベトナム・フートューC小学校開校式
　　●アジアの子供たちに学校をつくる

議員の会様ご支援●　　

　４月29日、フートューC小学校の開校
式が行われ、安倍晋三会長（元総理）の
メッセージが紹介されました。
　「この学校で育った子供たちが日本とい
う国を理解し、親しみと信頼をもってくれ
ることを信じ、こうした積み重ねにより、両
国の友好関係が一層発展することを期待
しております。」
　なお、議員の会様からは奨学金の支援
も併せていただいております。

タイ・アーイエ小学校贈呈式
●イートアンド株式会社様ご支援●

　5月26日、ア―イエ小学校の贈呈式に、
イートアンド㈱より植月様、能美様、丸山様
ご出席のもと、タイ国政府貿易センター・
シリカーン様、市長や教育局代表も列席さ
れました。校舎は 7 月完成。村人の自立支
援のための「コーヒープロジェクト」のピー
リングマシーンやアカ族伝統野菜の種子
もご支援いただきます。

ベトナム・グエンヒエン小学校開校式
●株式会社エコロインターナショナル様ご支援●

　9月3日、グエンヒエン小学校の開校式
が行われました。臨席された原村社長様を
はじめ、ロイヤルクラブのオーナーの皆様
に、児童代表が「いつも安心して勉強できる
学校を夢見ていましたが、今日夢がかなえら
れました。ありがとうございます。一所懸命
勉強し、将来へ翼を広げます」とあいさつ。
　開会式後に行われた昼食会は、子どもも
大人も一緒になって、笑顔にあふれた楽し
いひと時となりました。
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ちくぬいボランティアの皆さん 中村弘子様

AEFAマーク入り
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認定NPO法人　アジア教育友好協会　AEFA（アエファ）
Asian Education and Friendship Association
　本　部：〒105-0014　東京都港区芝3-3-10　芝園オーシャンビル8F
　　　　 　TEL  03（6426）0720／FAX  03（6426）0721
　Email：tokyo@nippon-aefa.org　URL：http://www.nippon-aefa.org   ブログ：http://blog.canpan.info/aefa/

賛助会員、寄附によるご支援を
●賛助会員としてのご支援●
アジア教育友好協会では、アジアの
子どもたちに対する教育支援や、日
本の子どもたちとの国際交流を支
援してくださる賛助会員の方を募集
しています。
＜賛助会費（年間）＞
・個人　　5,000円
・法人　  30,000円

助成事業

Ⅰ．学校建設支援

Ⅱ．インフラ支援

Ⅲ．ソフト支援

Ⅳ．交流等

神崎　敏彦様
財団法人　大阪コミュニティ財団様
棚橋　賢治様
株式会社ディアーズ・ブレイン様
池田　竜男様
アジアの子供たちに学校をつくる議員の会様
津北ロータリークラブ様
イートアンド株式会社様
小林　宏様
キユーピー株式会社様
内田　安子様
浅野　雅人様
富士ゼロックス株式会社有志の皆様
サロンドヒロコ様
コメ・スタ　野田市店様
ちくぬいボランティアの皆様（手織布作品売上）
津金　睦子様
会員各位からの寄附金
半澤　敦/暁子様
上村　啓之様
亀井　善太郎様

銀河ネットワークグループ様

アサヒワンビールクラブ様

ラオス　ビエンカム小学校

ラオス　マークナオ中学校
ラオス　フォーサイ中学校
ラオス　チャンヌア小学校/ドンニャイ小・中学校
ベトナム　フートューＣ小学校
ラオス　ナトゥム小学校
タイ　アーイエ小学校
ラオス　イルン小学校　
ラオス　ブオンナム小学校
ラオス　ナトゥール小学校
ラオス　ティーチャ―ズファンド
ラオス　パチュドン小他タオイ郡の小学校

　
ラオス　師範学校生徒の奨学金

5教室＋教員室+トイレ＋井戸

6教室＋教員室＋トイレ＋井戸
5教室＋トイレ＋井戸
井戸
奨学金
浄水器・文房具教材・運動用具
コーヒープロジェクト

先生の給与・教材・研修会

ミニ黒板（100台）

一村一教師、ラオス山岳僻村の生徒
がおらが村の先生となるべく、師範
学校で学ぶための奨学金として

ベトナムの子どもたちからの震災募
金への応援マッチング寄附

フレンドシップ交流資金に充当

福島の子どもたち

AEFA教材作成

支援者 支援先・内容
●ご支援一覧（2011．4～ 2011．9）

認定NPOへの寄附、40％還付に
認定NPO法人を対象に、税制改正法と改正NPO法
が成立しました。寄附者のメリットを高めることにより寄
附を促す狙いがあり、認定NPO法人が政府機関に代わ
る公共サービスの担い手となることを期待するものです。
2001年から寄附に伴う所得税の特別控除が実施され、
今回の改正で税額控除が導入されました。2,000円を超
える分の寄附金の40％相当額が所得税から引かれます
（税額の25％が最大実質、寄附金の負担は6割）。

◆「税額控除」と「所得控除」の有利な方を選択。
◆寄附控除を受けるには確定申告の必要があります。
◆自治体により個人住民税でも10％税額控除が制度化されています。
※詳細は最寄りの税務署にご確認ください。（毎日新聞より一部抜粋）

（例）30代会社員（独身）5万円寄附の場合
年収 560万円 /課税対象所得 300万円 /所得税率 10％

◆税額控除による減税分（5万円－2,000 円）×0.4＝19,200 円）
◆所得控除による減税分（5万円－2,000 円）×0.1＝4,800 円）

AEFA フォーラム開催のお知らせ
武蔵村山市並びに津市の教育委員会より後援

～（社）東京倶楽部様助成事業～

AEFA フォーラムは今年で 6 回目。今回は地方へ飛び出して開
催いたします。これまでの実績が認められ、東京都武蔵村山市教
育委員会様並びに三重県津市教育委員会様の後援をいただいて
おります。
今回は、開催校の先生方を現地へ派遣、また海外パートナー
NGO のラオス VFI ／ OVC からスタッフ 2 名を招へいし、各地
で出前授業を開催。その後、参加の先生方が研究会を行い、教育・
国際交流についての意見を交換し、国際理解授業の一助となる報
告書を作成します。
なお、先生方の派遣、海外スタッフ招へい等に関して、（社）東
京倶楽部様より助成金をいただいております。
●フォーラム開催予定●
10/25-26 福島県伊達市、飯舘村、矢祭町
10/27-28 東京都武蔵村山市
10/31-11/1 三重県津市
12/26 東京都港区

＊2011年度は日本財団様よりベトナムで15 校の支援をいただいております。

ボランティアのみなさん
いつもありがとうございます。

青木　文子
石塚　都美子
笠原　寛子
加藤　祐子
門真なみはや高校
神澤　優花
グェン ティ ホン フォン
グェン ティ ビック ヴァン
工藤　卓二

熊木　満喜
小垣外　明子
五嶋　礼子
さつき里香
佐藤　裕
柴野　直樹
GYPSY QUEEN
杉崎　くに子
鈴木　博康

染谷　和美
髙井　愛
高橋　正子
田宮　雅子
中森　朋子
長原　歩、紀子
成島　志帆子
福田　澄繪
増田　郁子

三浦　航
三上　正芳、由紀
箭内　克俊
山下　直子
横瀬　定且
横田　一馬
吉村　彩
若井　淳子

(敬称略)

＜新入会のみなさん＞
牛田　修司　　中村　健一
小竹　茂太　　林　ひろみ
清水　三郎　　古川　深志
下地　一彦　　吉川　しのぶ（敬称略）
高田　奈央実
●寄附によるご支援●
AEFAは「認定NPO法人」のため、ご寄附
は今年度の法改正で、所得税や相続税
から従来より大幅に還付されます。


